	令和８年度「健やかな体」育成プログラム
	学校番号：37004
学校名：手稲東学校


	


	
	令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果
	分析

	体力・運動能力＜男子＞

	○全国平均より上回っている種目
立ち幅跳び
○全国平均とほぼ同程度であるが、やや上回っている種目
長座体前屈、反復横跳び
○全国平均と同程度である
握力
	○全国平均とほぼ同程度であるが、やや下回っている種目
上体起こし、20ｍシャトルラン
○全国平均を下回っている種目
50ｍ走、ハンドボール投げ
	４種目が全国平均を下回っており、体力の低下が顕著に見られる。日常的・継続的に運動に取り組む機会を設定することが必要である。

	体力・運動能力＜女子＞

	○全国平均とほぼ同程度であるが、やや下回っている種目
上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、
20ｍシャトルラン
	○全国平均を下回っている種目
握力、50ｍ走、立ち幅跳び、ハンドボール投げ
	全８種目が全国平均を下回っており、体力の低下が顕著に見られる。日常的・継続的に運動に取り組む機会を設定することが必要である。

	運動・スポーツへの意識、運動習慣

	「保健体育の授業は楽しい」と回答する生徒の割合
R6男97.7%、女88.5%　R7男94.3％、女76.4％
	体育授業を除く１週間の総運動時間が６０分未満の
「ほとんど運動しない」生徒の割合
R6男13.7%、女30.8%　R7男11.0%、女22.1%
	体育の授業だけでなく、日常生活の中に運動習慣を取り入れていく活動が必要である。

	三つの取組


	①体育・保健体育等の
授業の充実
	②授業以外で子どもの
運動機会を創出する取組
	③子どもが自ら
健康の保持増進を図る取組

	具体的な取組

	・体育授業の開始時に毎時間ランニングを取り入れる

・多様な種目に触れる機会を設ける

・生徒同士の交流や教え合いの機会を設ける

・動画サイト等で興味関心の深い事柄を調べさせたり、練習に活用したりする

	・健康安全・体育的行事（陸上競技大会）の実施

・昼休憩時の運動の推奨

・運動系部活動への加入の促進

・雪かき・汗かきチャレンジへの参加の啓発

	・命や性に関する講演会の実施

・薬物乱用防止教室の実施

・栄養教諭による食に関する学習の実施

・保健授業を通じて思考力・判断力・表現力を高め、生活習慣病や飲酒、喫煙、がん教育など基本的な生活習慣の重要性を理解させる


	家庭・地域との
連携・協働

	○保健体育科の評価規準に基づく学習状況評価結果の活用　　　　　○全国体力・運動能力、運動習慣等調査や学校独自の調査結果等を活用
○学校独自の児童・生徒アンケートや保護者アンケート等の活用　　○学校評議員会・学校関係者評価等の活用



